


 

卵胞発育のメカニズムを究明することが過排卵,多胎妊娠を予防するためには重要と考え

られる。卵胞発育は卵胞刺激ホルモン(FSH),黄体化ホルモン(LH)などの下垂体性ゴナドト

ロピンと卵巣から分泌されるエストロゲンの協同作用によって営まることは周知の事実で

あり,特に,エストロゲンの卵巣への直接作用が近時,注目を浴びている。そこで,卵巣にお

けるエストロゲン・レセプターの検討を液体シンチレイション・カウンターとオートラジ

オラフィを用いて行った。 


